
　
工
業
炉
は
金
属
工
業
や
一
般
機
械
工
業
な
ど
熱

を
利
用
す
る
産
業
で
幅
広
く
導
入
さ
れ
て
お
り
、

モ
ノ
づ
く
り
の
発
展
を
支
え
て
い
る
。
地
球
温
暖

化
防
止
に
向
け
て
主
な
温
室
効
果
ガ
ス

Ｇ
Ｈ

Ｇ

で
あ
る
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減

対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
工
業
炉
に
お
い
て
高
性

能
工
業
炉
の
導
入
や
燃
料
転
換
が
進
ん
で
い
る
。

工
業
炉
の
安
全
な
ど
に
関
し
て
は
、
国
際
標
準
化

機
構

Ｉ
Ｓ
Ｏ

で
新
し
い
国
際
規
格
づ
く
り
が

始
ま
っ
て
い
る
。

環
境
対
応
進
む
高
性
能
工
業
炉
へ
更
新
や
燃
料
転
換

工
業
炉
の
燃
料
転
換
で
省
エ
ネ
に

箭
内
硝
子

ガ
ラ
ス
の
製
造
作
業

箭
内
硝
子

国
際
規
格
づ
く
り

工業炉と関連機器モノづくりの発展を支える
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日
本
が
主
導
し
て
工
業
炉

の
国
際
規
格
づ
く
り
が
進
ん

で
い
る
。
日
本
で
は
新
た
な

規
格
案
を
提
案
す
る
た
め
の

作
業
に
入
っ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
こ
れ
ま
で
各
国

で
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
工
業

炉
関
連
の
規
格
を
ま
と
め
る

た
め
、
「
工
業
炉
及
び
関
連

設
備
」
の
専
門
委
員
会

Ｔ

Ｃ
２
４
４

を

年
５
月
に

新
設
し
た
。

　
Ｔ
Ｃ
２
４
４
は
工
業
炉
に

お
け
る
最
先
端
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
安
全
技
術
を
開
発
し

て
い
る
日
本
か
ら
の
提
案
に

よ
っ
て
実
現
。
安
全
性
や
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
性
能

の
国
際
規
格
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
Ｔ
Ｃ
２
４
４
は
各
国
の
提

案
を
受
け
て
、
傘
下
に
六
つ

の
作
業
グ
ル
ー
プ

Ｗ
Ｇ

を
設
置
し
て
い
る
。

年
２

月
に
工
業
炉
全
般
の
安
全
規

格
を
扱
う
Ｗ
Ｇ
１
、
燃
焼
お

よ
び
燃
料
取
り
扱
い

に
関
す
る
安
全
規
格

を
扱
う
Ｗ
Ｇ
２
、
工

業
炉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

バ
ラ
ン
ス
と
効
率
の

評
価
方
法
に
関
す
る

規
格
を
扱
う
Ｗ
Ｇ
３

を
設
置
。
続
い
て

年

月
に
用
語
を
扱

う
Ｗ
Ｇ
４
、

年

月
に
制
御
シ
ス
テ
ム

の
中
の
安
全
に
関
す

る
規
格
を
扱
う
Ｗ
Ｇ

５
と
雰
囲
気
炉
に
関

す
る
規
格
を
扱
う
Ｗ

Ｇ
６
が
で
き
て
い

る
。

　
Ｗ
Ｇ
１
に
つ
い
て

は

年
６
月
１
日
に

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
５
７
７

―
１
、
Ｗ
Ｇ
３
に
つ

い
て
は

年
１
月
３
日
に
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
３
５
７
９
―
１
、
同

―
２
、
同
―
３
、
同
―
４
と

し
て
、
国
際
規
格
が
そ
れ
ぞ

れ
発
行
に
な
っ
た
。

　
Ｗ
Ｇ
６
は
委
員
会
原
案

Ｃ
Ｄ

、
Ｗ
Ｇ
５
に
つ
い

て
は
国
際
規
格
案

Ｄ
Ｉ

Ｓ

を
そ
れ
ぞ
れ
投
票
中
。

　
Ｗ
Ｇ
２
と
Ｗ
Ｇ
４
は
さ
ら

に
進
展
し
て
お
り
、
最
終
国

際
規
格
案

Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｓ

投

票
の
た
め
の
規
格
案
を
作
成

中
だ
。
Ｗ
Ｇ
２
と
Ｗ
Ｇ
４
は

制
定
段
階
別
で
み
る
と
、
発

行
段
階
の
直
前
の
承
認
段
階

に
あ
る
。

　

年

月

―

日
に
京

都
市
内
で
開
催
さ
れ
た
Ｔ
Ｃ

２
４
４
の
第
４
回
全
体
会
議

で
は
、
Ｗ
Ｇ
３
で
新
た
に
各

種
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
関
す

る
規
格
案
を
検
討
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
現
在
、
Ｔ
Ｃ
２
４
４
の

日
本
国
内
委
員
会
が
日
本
の

規
格
案
を
固
め
て
提
案
す
る

た
め
の
作
業
に
入
っ
て
い

る
。
規
格
化
に
向
け
て
、

年
末
ま
で
に
新
業
務
項
目
提

案

Ｎ
Ｐ

を
行
い
た
い
考

え
だ
。

　
こ
の
ほ
か
、
９
月
９
―

日
に
は
Ｔ
Ｃ
２
４
４
の
第
５

回
全
体
会
議
が
、
ド
イ
ツ
・

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
工
業
炉
は
材
料
や
部
品
な

ど
を
所
定
の
温
度
で
加
熱
、

焼
結
、
溶
解
、
熱
処
理
す
る

た
め
の
装
置
で
、
燃
焼
炉
や

抵
抗
炉
、
加
熱
装
置
、
ア
ー

ク
炉
な
ど
の
機
種
が
あ
る
。

モ
ノ
づ
く
り
の
工
程
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
装
置
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
産
業
の
発

展
や
、
技
術
の
進
歩
を
支
え

て
い
る
。
ま
た
、
鉄
鋼
業
、

自
動
車
関
連
産
業
と
深
く
関

わ
っ
て
い
る
。

　
地
球
の
温
暖
化
防
止
に
向

け
て
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野

で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
と
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
工
業

炉
に
お
い
て
は
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

削
減
対
策
と
し
て
高
性
能
工

業
炉
の
導
入
促
進
や
、
工
業

炉
の
更
新
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
加
え
て
燃
料
転
換

が
進
ん
で
い
る
。

　
高
性
能
工
業
炉
は
通
常
、

蓄
熱
型
熱
交
換
器
を
内
蔵
し

た
２
台
の
バ
ー
ナ
ー
を
交
互

に
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
排
ガ

ス
の
熱
を
回
収
し
、
炉
に
吹

き
込
む
空
気
を
高
温
に
予
熱

し
て
燃
料
を
燃
焼
さ
せ
る
の

が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
工
業
炉
の
燃
料
を
、
石
油

や
石
炭
に
比
べ
て
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
が
少
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
上
で
も
重
要
視
さ

れ
て
い
る
天
然
ガ
ス
に
変
え

る
動
き
も
あ
る
。

　
箭
内
硝
子

東
京
都
江
東

区

は
本
社
工
場
の
工
業
炉

に
つ
い
て
２
０
１
２
年

月

日
に
Ａ
重
油
か
ら
都
市
ガ

ス
に
燃
料
転
換
し
た
。
今

回
、
ガ
ラ
ス
溶
解
炉
を
再
築

炉
し
た
。
具
体
的
に
は
炉
と

バ
ー
ナ
ー
を
交
換
し
た
。
こ

の
転
換
に
よ
っ
て

・
４
％

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
効
果
が

得
ら
れ
る
。
ま
た
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
率
７
・
６
％
を
実
現

し
て
い
る
。
同
社
は
精
緻
さ

が
求
め
ら
れ
る
自
動
車
ヘ
ッ

ド
ラ
ン
プ
や
フ
ォ
グ
ラ
ン
プ

な
ど
の
ガ
ラ
ス
レ
ン
ズ
と
い

っ
た
、
高
付
加
価
値
製
品
を

市
場
に
送
り
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
見

込
ま
れ
る
環
境
対
応
型
の
工

業
炉
は
、
国
内
だ
け
で
な

く
、
経
済
成
長
が
続
く
ア
ジ

ア
の
鉄
鋼
業
な
ど
海
外
へ
の

展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

付
属
す
る
処
理
設
備
に
よ
っ

て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策

な
ど
環
境
問
題
へ
の
対
応
も

可
能
と
な
る
。


